
令和５年度 マイスター・ハイスクール事業
成果発表会
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優れた人材や技術の「×（融合）」を追究し、ＤＸ時代の夢をつなぐ創造的エンジニアの育成
～くまもとからはじまる産業人材育成エコシステム～

指定校：熊本県立八代工業高等学校 管理機関：熊本県教育委員会・熊本県情報サービス産業協会・熊本県商工労働部産業振興局産業支援課

クロス

熊本県立八代工業高等学校
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マイスター・ハイスクール事業

マイスター・ハイスクール事業における

成果と次年度以降の取組について

熊本県教育委員会



マイスター・ハイスクール事業の成果

産学官金の県内のリーダの方々と一体となって
専門高等学校の教育のあり方について熱い議論
を交わしながら、また、非常に多くの企業・大
学・行政期間・地域の方々に、教師と一緒に授
業・講話・実習・企業実習・課題研究に取り組
んでいただいた。



１．産学官金、また、取組を進めていただいた学校関係者から
教育刷新のあり方、可能性、具体的な進め方について学んだ

２．社会のテーマとしての教育刷新について幅広い分野の方々に
共感いただいた

マイスター・ハイスクール事業の成果

教育委員会としての成果

これからの幅広い県内展開への大きな
期待が生まれた



１．目標を掲げ協力をお願いすることで、多くの企業が一緒に
考え取り組んでいただけるということの体感

２．生徒の３年間、そしてその後を校外のみなさまと一緒に
考えながら、カリキュラム全体を刷新・改善していく
進め方の体験

マイスター・ハイスクール事業の成果

指定校の成果

学校・学科・教師が次の目標を立てカリ
キュラムの改善計画に取り組んでいる



マイスター・ハイスクール事業の成果

知的資産 （有効性を関係者で共有できたこと、進め方の手法確立）

概要 備考

産業界と共同での管理団体運営 随時、情報交換し、進め方を議論
＊熊本県情報サービス産業協会からは
協会内で成果検証を進め提案書

運営委員会・事業推進委員会 教育上のテーマの各界との会議運営
関係者の視野を広げ、協力関係を強化
する

学校学科目標PDCA 目標を設定し評価し改善するプロセス 萌芽的であるが自律的に進めている

校内運営委員会 各学科・管理職等で情報を共有 学校として取り組んでいくこと

産業実務家教員制度 効果的であるための進め方
授業だけでなく、カリキュラムのあり
方を一緒に考えてもらうことの価値

出前授業
計画・依頼・アンケートと企業フィード
バック等

企業側で年々出前授業の内容を改善し
ていただいた

産業講話 年間で計画、生徒の意識拡大
狙いを持って計画し、アンケートのよ
り成果を分析

MHS型企業実習 事前事後指導、オンライン報告会 校内全体へ拡張方向

校内研修
主体性育成について継続してきたことで全職員で研修→現場活用→研修のサイクル
を重ねることの有効性

ルーブリック、講話、卒業生等各種
アンケートの分析

個々の分析のほかに学籍番号でデータ間を繋いたクロス分析、相関分析等も実施。
生徒の年間・学年の変化も見ながらカリキュラムを考えること

教師 企業研修 カリキュラム改善の具体的目的を持って企業にお願いし実施



マイスター・ハイスクール事業の成果

無形資産 （教育委員会、学校の社会的ネットワークの拡大）

教育委員会のネットワーク

指定校のネットワーク

管理団体・委員所属団体
熊本県情報サービス産業協会
熊本県工業連合会
熊本大学
崇城大学
熊本高等専門学校
肥後銀行

産業実務家教員企業（６社）

出前授業・実習

県内企業
八代市地元企業
海外企業
熊本大学

課題研究連携
教師の相談先

県産業技術センター
八代市建設関係団体
県立大学
熊本高等専門学校
八代市他高等学校
八代市役所

カリキュラム改善検討

県内工業高等学校 情報系学科

相互協力
（一社）学びのイノベーション・

プラットフォーム（PLIJ）

授業・講話・企業実習の協力企
業・団体は延べ６０を超える！
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管理機関（一社）熊本県情報サービス産業協会からの「提案書」提出

マイスター・ハイスクール事業 今後へ向けて

熊本県情報サービス産業協会では、産業実務家教員と協会の
人材委員会で会議を重ね、事業の成果を検証、
同じ管理機関である熊本県教育委員会へ今後のあり方の提案
書を提出
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マイスター・ハイスクール事業 今後へ向けて

運営委員会では、
今回のスキームと成果のノウハウを活かし、八代工業高等学校を
先導校として、県域へ拡大していく長期プランを育て、取り組ん
でいくことを合意

教育目標

産業界

地域社会

大学

共有のビジョン

数値目標

ロードマップ
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次年度以降の取組

○県内全体への波及

○産業界との連携の強化

○カリキュラム・マネジメントを意識した授業改善

令和６年度以降

3年間の事業成果を踏まえ、その取組を県内全体へ広げ、これか

らの産業界で活躍できる人材の育成をさらに推進していく。

熊本県版マイスター・ハイスクール事業の推進
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本県取組の基本的方向性・考え方（案）

産業界

専門高校

自治体

教育委員会のマネジメントによる
県内高校全体への波及

連
携

派遣

授業・実習

課題研究
総合的な探究の時間

教育課程の開発

マイスター・ハイスクール
コーディネータ

県教育委員会
設置

助言・指導

企業マインド

先端知識・技能

地域産業理解

産業実務家教員等

拠点校の取組

県教育委員会による好事例の収集と普及
各学校の取り組みへの助言・指導

収集

普及

連
携

ニーズの把握

地域課題の共有

学校への支援（派遣・受入）

学校の事業推進委員会への参画

受入

企業見学・実習
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マイスター・ハイスクール 共有ビジョン（教育委員会原案）

夢を見つけ、夢をもって生きることができる未来

生徒の成長のために 地域社会とともに 産業界とともに

産 ・ 官 ・ 学 連 携 の た め の
県 教 育 委 員 会 の マ ネ ジ メ ン ト

社会の課題に取り組んでいく夢に向かって挑戦できるように 革新的職業人材の育成に向けて

１ 主体的・創造的な次世代人材の育成

2 異なる分野や多様な人々と協力して創造・課題解決する人材の育成

３ 現代の社会・産業界を理解し、目標を持って取り組む人材の育成

熊本県版マイスター・ハイスクール事業の推進



13

３年目（令和５年度）の具体的な取組み



令和３年度 最新のデジタル技術に触れる

○デジタル機器活用によるコミュニケー
ション能力
○課題発見力・課題解決の意欲
○工業に関する知識･技術への関心

令和４年度 課題解決へ向けて

○デジタル機器活用に関する専門的な知
識・技術
○課題解決へ導く力
○主体的行動力・協働力

令和５年度 創造的思考力の育成

○新たな学びを見いだす力
○コトづくりにつながる価値創造力
○発想力・デザイン力

インテリア科

機械科

工業化学科

電気科

情報技術科

産業実務家教員
及び教師による
ＴＴ授業・実習
約３００時間

(令和５年計画、
カリキュラム会議

時間を含む)

企業・大学による
学科毎専門的
出前授業

企業の設備を
活用した専門的

企業実習
２回／年

生徒の視野拡大と
目標像を育成する

産業講話
３回／年

企業・学校視察
１回／年

高大連携
による学び

デ
ジ
タ
ル
産
業
設
備
の
活
用

ＢＩＭ、ＮＣルータ等を活用したインテリア分野の課題解
決能力を育成

工業用ロボットを活用した機械分野の課題解決能力
を育成、機械科でのＩＴ融合教育への取り組み

先進企業、大学の化学分野でのデジタル技術の活用
を学び、化学分野の課題解決能力育成に取り組む

電気設備工事のＰＭと光ケーブル融着、ＬＡＮケー
ブル作成と評価実習を通じて課題解決能力を育成

システム開発のプロジェクト型実習やＡＩ、ＡＲ・
ＶＲ等を学び、システム分野の課題解決能力を育成

優れた人材や技術の「 Ｘ（融合）」を追究し、ＤＸ時代の夢をつなぐ創造的エンジニアの育成

令和５年度目標
新しい学びを見いだす力をさらに向上させ、

コトづくりにつながる「創造的思考力」を育成

３カ年の中で生徒育成目標
クロス

令和５年度 実施事項



業務項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

マイスター・ハイスクール運営
委員会・事業推進委員会

運営
委員会

推進
委員会

推進
委員会

推進
委員会

運営
委員会

オンライン定例会（教育委員会、
CEO、学校、他）

１回/週

マイスター・ハイスクール校内
運営委員会

２回/月

産業実務家教員による授業
出前授業

評価アンケート（生徒・職員） 第１回 第２回 第３回

産業講話 第１回 第２回 第３回

企業視察・学校視察（１年生）
企業視察
学校視察

企業実習（２年生） 第１回 第２回

研究成果報告会・発表会等
全国産業
教育ﾌｪｱ

ＫＳＨ
文科省
報告会

ＥＸＰＯ
2024

情報系学科教育課程検討会
第１回
検討会

第２回
検討会

職員研修会（企業・他校）
職員企
業実習

ＭＨＳ
研修会

年間計画

約３００時間（授業計画・準備含）

（令和３年度～：令和４年度～：令和５年度～）



【教職員向け企業実習】
金剛株式会社（県内工業高校６校１１名参加）

①新工場設営時のシステム構築
②ライン作業体験

西部電設株式会社（電気科職員７名参加）

①電気通信技術の公共工事における流れ説明
②現地設備の概要説明
③現場見学（２カ所）：植木表示板、道の駅大津表示板

金剛株式会社① 金剛株式会社② 西部電設株式会社

職員研修



【マイスター・ハイスクール事業研修会】
魅力ある電気・情報系教育の在り方と今後の取り組みについて

（県内工業高校１１校１８名参加）

①全国産業教育フェア福井大会 マイスター・ハイスクール生徒発表
②「ＡＲ溶接・ＶＲ塗装」 旭国際テクネイオン株式会社 様
③「融着接続・高所作業車体験」 株式会社ＳＹＳＫＥＮ 様
④「ＲＰＡ実習」 株式会社熊本計算センター 様

ＶＲ塗装体験 光ファイバ融着接続 ＲＰＡ実習

職員研修



産業実務家教員の授業等

【１年生】
工業情報数理
工業技術基礎

【２・３年生】
実習・製図

【３年生】
課題研究

教科書の内容を最新化、産業実務家教員
の経験・知識・実務を反映させた授業

ＩｏＴ実例・ネットワークの基礎実習・
オンラインツール実習等
各科毎の専門性を反映した最新ＩＴ技術

各学科の課題研究へ参加

対応科目 授業・実習内容

各学科、令和５年度の教育課程に沿いつつ、最新の企業、
社会の技術・考え方を反映した授業・実習を実施

教育課程表

令和６年度以降に向けて、段階的に各学科へ移行

令和６年度 情報技術科入学
１年次 教科「情報」（２単位）
２年次 課題研究（２単位）



＊学科毎に可能限り各社の専門性も考慮しつつ、科と産業実務家企業を固定「生徒とのコミュニケーション」

令和４年度 授業・実習時間 ４２７時間（授業計画・準備・カリキュラム会議含む）
令和５年度 授業・実習時間 ３００時間（職員へ授業移行・合同授業・合同実習）

出前授業

（九州電力・神田工業・旭国
際ﾃｸﾈｲｵﾝ・SYSKEN・三井化
学・熊本大学・海外企業等）

産業実務家教員の授業等



月 火 水 木 金

１限目

実習

＋

専門
教科

２限目

３限目

４限目

５限目

６限目

月 火 水 木 金

１限目

２限目

３限目

４限目

専門

教科

課題

研究
５限目

６限目

産業実務家教員の授業等

全学科２年生の水曜日と情報技術科３年の水・金曜日を入替可能な本校独自の「マイスターの日」を設定
２年生では、企業実習の事前事後等、合同指導・実習、横断的授業の実施
情報技術科では、水曜日２・３年生合同授業や実習を実施（２年実習と３年課題研究）
※令和６年度から「マイスターの日」の継続を検討中（企業や大学等、地域の方々や中学生へ開放）

時間割（全科２年生） 時間割（情報技術科３年）

マ
イ
ス
タ
ー
の
日

マ
イ
ス
タ
ー
の
日

入替可

２・３年生合同授業、実習



産業実務家教員及び教師による授業・実習
企業・大学による学科毎専門的出前授業



学年 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年 製 図 ＢＩＭ（活用事例） ６時間 構造計画研究所

２年 製 図 ＢＩＭ（基本操作） ｲﾝﾃﾘｱ科職員

３年 製 図 ＢＩＭ（企業体験・操作・作図） ３０時間 構造計画研究所

３年 研修会 生徒によるＢＩＭ研修会 １日 ｲﾝﾃﾘｱ科生徒

産業実務家教員の授業計画 インテリア科の取り組み

ＢＩＭ研修会ＢＩＭを中心とした学科の知識・スキル統合（特化型）

ＢＩＭ
活用事例

ＢＩＭ
基本操作

ＢＩＭ
企業体験

設計・作図

構造計画研究所 構造計画研究所

１年生 ２年生 ３年生
・学びの振り返りと地元建設業
界の方々との交流
生徒による地元企業へのＢＩ

Ｍ研修会

令和５年７月２１日（金）

ｲﾝﾃﾘｱ科職員で授業 ＢＩＭ：（Building Information Modeling）



◆企業視察
◇職場を肌で感じ、目で見て学ぶ

◆働くとは何かを考える

進路実現目まぐるしく進展していく産業界を見据
え、建設DX社会に対応できる人材を目指
し、マイスター・ハイスクール事業での
取り組みや地元企業との関わりを閉ざす
ことなく次世代の技術者の育成を行う。

インテリア科の目指す人材育成

１年次
工業とは何かを学び産業界を知る

IOT基礎知識と活用

◆挑戦力
・視野拡大 ・協働力

理想を現実へ
幅広い選択肢から
１番自分に合った
答えを見つける

基礎期

応用期

２年次
意欲を高め知識・技術を身につける

３年次
主体的に探究心を持って学びの追求

発展期

◆生活の基本を身につける
・健康 ・挨拶 ・時間

★DX基礎知識の習得
★デジタル機器活用による
コミュニケーション能力向上

何のために学ぶのか

学ぶ意欲

◆課題を発見できる素地
・知識、技術の習得
・忍耐力 ・継続力

職場体験から学ぶ

◆企業実習（インターンシップ）
◇各事業の特色を学び、働く意義を見いだす

課題を発見し解決する探究心

産業界で役に立つ人材となるため、学ぶ
ための基本的態度を大切にして、学ぶ意
欲を育み、誠実な態度で取り組むことで
新たな課題を発見し、探究心を持って主
体的に課題を解決していく姿勢を育む。

インテリア科の教育目標

建設DX社会に対応した人材の育成

NEXT
STAGE

さらなる専門性を
求めて学び続ける

「学びは一生終わらない」
さらに、なりたい自分を見
つけ、納得のいく人生を目
指す！八代工業高校の卒業
生としての誇りを持つ！

学ぶ態度

現場見学

◆建設現場見学（地元建設業協会）
◇社会に対する見聞を広める

DX機器の基礎知識の習得

◆BIM基本演習
◇NCルーター基本加工

新たな学びの発見

◆コトづくり、価値創造力
◇発想力、デザイン力

DX機器の基礎知識の活用

◆BIM発展的基本演習
◇NCルーター応用的加工

インテリア科 今後の展望



ロボットプログラミング

施設見学

ロボット技術による課題
解決の取組

ロボット
セミナー

＋
体験会

産業実務家教員の授業計画 機械科の取り組み

ロボット
アイデア
甲子園

段階的ロボットプログラミング

・専科コース制実習への取り組み
・実務アドバイス（シナジーシステム）
・鹿罠（センサー検知等無線による遠隔
監視の取り組み）学科横断型課題研究

全生徒、地元も含めた製造業で
ＭＨＳ型企業実習を実施

職員向け研修会（他校含）
マシニングセンター基礎教育等

学年 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年 工業情報数理 ロボットプログラミング ４時間 ＣＥＯ

１年 工業技術基礎 産業ロボット講習 １２時間 ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ

２年 実 習 見学会、ロボットアイディア甲子園 １日 ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ

３年 実 習 専科コース制実習 ３～９時間 地元企業

職員 企業研修 工場見学会・実作業体験 ２日 ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ・金剛

企業実習

教師の複数分野指導力育成

１年生

２年生

３年生

拡張

実習・課題研究



工場見学
（昨年度：平田機工(株) 西田鉄工(株)）
◇職場を肌で感じ、目で見て学ぶ
・雰囲気
・最新設備
・事業内容

AR溶接体験シミュレーター操作講義

進路実現

工場見学

柔軟な思考を持ち、目まぐるしく変わる
産業界に対応できる優秀な人材を目指し、
多くの企業との関わりで得た「時代を生
き抜く力」を吸収し、先見の明を持った
次世代の技術者の育成を行う

企業と連携した人材育成

働くとは何か？を考える機会

機械科の目指す人材育成

○｢工業情報数理｣
・最新のデジタル技術とプログラミング

○｢工業技術基礎｣
・機械基礎実習（旋盤・溶接・手仕上げ等）
・電気工事等（幅広い知識と技術）

１年次 工業（機械）とは何かを学ぶ

産業界を知る

仕事を身近に感じる

○｢課題研究｣
・新たな課題発見・解決
・企業等連携による
「コトづくり」

○「実習」
・専科コース制の導入
メカニクスコース
カーメカニックコース
ロボットコース
MC／CNCコース
ウェルディングコース
アプリケーションコース

理想を現実へ
幅広い選択肢から
１番自分に合った
答えを見つける

基礎期

応用期

２年次 探究心を高め

幅広い知識・技術を身につける

３年次 主体性を持って学び

専門分野を強化する

発展期

興味・関心を高める
産業ロボットのシミュレーター操作
（シナジーシステム(株)協力）
◇現代の産業に必要な知識・技術を学び
産業に興味・関心を抱く

※何が自分に向いているか
何が得意かを探す

★仕事と学びを直結させる

何のために学ぶのかを考える

幅広い知見を身につける

○｢機械設計｣
・構造力学

○｢機械工作｣
・様々な機械加工と性質

○｢原動機｣
・流体力学と内燃機関

身近な事象と
結びつける力
を身につける

生産管理と製造を学ぶ

工場見学（シナジーシステム(株)）
◇製品の開発から製造までを学ぶ
・アイディアの具現化
・一貫した製造工程
◇製品開発の基礎を学ぶ
・ロボットアイデア甲子園
→企画・プレゼン

職場体験から学ぶ

企業実習（各事業所）
◇各事業の特色を学び、働く意義を見いだす
・先進的な産業技術･現場のDX
出前授業（旭国際テクネイオン(株)）
◇AR溶接とVR塗装体験
・バーチャル空間での作業訓練

実践的な知識・技術の向上

プ
ロ
に
よ
る
技
術
支
援
・
助
言

様々な専門家が教員と協力して
学校や各事業所で実践的な指導
～教員と専門家のX（融合）～

知識・技術の効果的な定着
主体的に取り組む姿勢から
課題を発見する力と考える力の強化

◎協力企業 令和５年度実績
・シナジーシステム(株)・・・・・・・・ロボ・MC
・(株)豊田工業所・・・・・・・・・・・カーメカ
・(株)永井製作所・・・・・・・・・・・ウェル
・(株)藤興機・・・・・・・・・・・・・メカ・MC
・(株)サンテック・・・・・・・・・・・メカ・MC

得意なことを伸ばし、自信をつける
探究心から芽生える主体性

※先々は１，２年生の実習や授業でも協力をお願いしていきたい・・・

産業界との連携を強め、学校では見えな
い世界（各現場）をマイスター効果に
よって見える化し、受動的な学習から能
動的に学ぶ授業展開を構築し、主体性を
持って取り組む姿勢を目指す

機械科の教育目標

※地域産業と学校が一体となって、将来を担
う技術者の育成を行うことで、八代地区の産
業の活性化につながる
「地域産業との関係性の強化が急務である」

次世代の技術者の卵をみんなで育てる！

「機械科」
に入学してよかった
と思える環境作り

専門性を高める
高度な資格取得に挑戦（一部）
・技能検定 機械加工
・JIS溶接技能者評価試験等

なりたい自分を見つけ、納得のいく進路を目指す

NEXT
STAGE

さらなる専門性を
求めて学び続ける

「学びは一生終わらない」
さらに、なりたい自分を見
つけ、納得のいく人生を目
指す！八代工業高校の卒業
生としての誇りを持つ！

◎生み出される相乗効果

・教員のスキルアッ
プと専門性の向上

・企業とのさらなる
関係性の向上

機械科 今後の展望



学年 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年 工業情報数理 産業社会と情報技術の活用 ２時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

１年 工業技術基礎 ＩｏＴ・ＯＳ・ネットワーク ３時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

２年 出前授業 Ｐｙｔｈｏｎプログラム実習 ２時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

２年 出前授業 コンピュータによる化学実験・実習 ３時間 熊本大学

２年 出前授業 製造工程のデジタル化・品質管理 ２時間 富士フイルム

３年 課題研究 プロジェクトマネジメント ８時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

・工業技術基礎「ＩｏＴ・ＯＳ・ネットワーク」は企業ならではの
テーマで実施する。
・熊本大学の杉本先生に「コンピュータによる化学実験と実習」の
出前授業をしていただく。
・出前授業では生徒のＰｙｔｈｏｎを用いた実習時間が不足する部
分を産業実務家教員に事前学習や事後指導をしていただく。

（分解プロセスシミュレーター）

産業実務家教員の授業計画 工業化学科の取り組み

先進企業、大学の工業化学分野でのデジタル技術の活用

地域課題への取り組み
・地域の魅力をつないだ石けん作り
・地域農業トマトと工業化学（水質）
・八代農業高校訪問

Ａｓｉｓｆａｒｍ
片岡様

課題研究



◆工場見学
・職場の雰囲気を肌で感じる
・実際に見て仕事内容を知る

学校で学ぶ化学工業と環境に関する基礎知識
や分析技術をもとに、発展していく産業界に
対応するだけでなく、地域社会に貢献し持続
可能な社会の発展を支える人材の育成を行う。

工業化学科の目指す人材

１年次
産業界での化学の役割を知る

理想を現実へ
幅広い選択肢から
自分に合った道を
見つける

基礎期

２年次
意欲を高め知識と技術を身につける

３年次
探究心を持ち主体的に学びを追求

◆生活の基本を身につける
・自己管理・挨拶・時間

・DXの基礎知識の習得
・文書作成,表計算ソフトの操作に慣れる

社会で求められる人材となるために、周囲と
コミュニケーションをとりつつ物事に取り組
む態度と、新たな課題に対して失敗を恐れず
探究心を持って積極的に解決しようと挑戦す
る姿勢を育む。

工業化学科の教育目標

NEXT
STAGE

学びは一生終わらない
八代工業高校卒業生として誠実に学び続ける！

学ぶ態度

何のために学ぶのか

IoTの基礎知識を学ぶ

◆卒業生講話
・就職、進学両方の卒業生
から話を聞き、化学の仕
事内容を知る

◆安全教育
・企業での安全教育を通して
化学工場の常識を体感する

学ぶ態度

何のために学ぶのか

◆課題解決のための基礎力を身につける
・知識と技術と専門の資格習得
◆忍耐力、継続力、段取り力
・学校行事や部活動に全力で取り組ませる

応用期

発展期

進路実現

◆企業実習
・事業所の特色を学び、働く意義を見いだす

◆環境教育
・企業での環境教育を通して地域環境に与え
る化学工場の影響を学ぶ

◆卒業生講話
・卒業生から話を聞くだけでなく、興味のあ
る学校や企業に対して深く調べさせ、先輩と
つながりを持たせる

化学とデジタルの関連を学ぶ

◆熊本大学出前授業
・プログラミング、データベース活用

課題を発見し解決する力

◆情報収集
・新聞やニュースなどを定期的に見る
・地域や社会の課題に興味を持つ
◆協働力
・学校行事など責任もって取り組ませる

課題研究の充実

◆地域との連携
・地域課題に関連したテーマ
◆他校との連携
・大学、高専、農業高校など
◆外部への発信
・地域に工業化学科を知ってもらう
・製品の市販化
◆最新の分析機器などの有効活用
・分析技術を学ぶ

専門性の深化

◆難関資格取得
・技能士(化学分析)、危険物取扱者甲種
二級ボイラー技士、公害防止管理者など

◆ものづくりコンテスト
・化学分析部門日本一を目標に

工業化学科 今後の展望



学年 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年 工業情報数理 産業社会と情報技術、情報技術の活用 ８時間 西部電設

２年 実 習 ＬＡＮケーブル・光ケーブル融着接続等 １２時間 西部電設

３年 課題研究 ＬＡＮ構築拡張（設計～工程表～工事） １５時間 西部電設

職員 企業研修 工場見学会・実作業体験 １日 西部電設

・令和３年度に行った通信技術における具体的な事例の紹介、ＬＡ
Ｎケーブル作成の実習から実際にネットワークを構築してみたいと
いう生徒の意欲が生まれた。

工程表による計画作成、進行マネジメント、ＫＹＴの学習後
ＬＡＮ構築 （設計～工程表作成～構築・敷設工事）
ＬＡＮ構築 拡張版（ＷｉＦｉ設定、カメラ設置等）

産業実務家教員の授業計画 電気科の取り組み

段階的通信ネットワーク実習 令和６年度以降

・令和６年度から段階的移行
・出前授業を活用した継続可能
な企業連携

・各種進路に対応した出前授業
（電気・電子・通信）

課題研究



電気 電気・情報コース

電気・通信分野のDXを支える人材の育成 ～電気技術力と課題解決力の育成～

・電気回路
・電子技術
・電気機器
・電力技術
・実習
・通信技術「コース別」

・プログラミング技術「コース別」
・ハードウェア技術「コース別」
・実習「合同実習」
・課題研究「合同課題研究」

・電気回路
・工業情報数理
・製図
・工業技術基礎

１年次（基礎力）
２年次（応用力）

３年次（活用力）

産業界と連携し、最新の電気・通信工事への対応力向上
・３年間を見とおした段階的な取組（1年理論〜2年演習〜3年実践）の充実

・電子技術
・電気機器
・電力技術
・実習
・課題研究
・通信技術「コース別」

【出前授業】
・電盛社
・九州電力
・白鷺電気工業
・ＳＹＳＫＥＮ
・旭国際テクネイオン
・ルネサスセミコンダクタマニュファクチャリング

【産業実務家企業】
・西部電設

・第三種電気主任技術者認定校・電気工事士（第一種・第二種）
・技能士（電気製図・電気機器組立て）・第二級陸上特殊無線技士
・工事担任者（デジタル）・２級電気工事施工管理技術検定など

・スマートホーム、スマート農業技術の開発
・プログラミング学習、データベース実習、RPA実習
・情報系資格取得（基本情報技術者試験ＩＴパスポート）

・LANケーブル製作、光ファイバ融着接続
・LAN構築（安全教育～工事計画（工程表）～現場調査～施工）
・電気科職員の実務研修と工事現場見学

【学科連携】
・情報技術科

２年次・３年次

デジタル社会へ対応するためのIoT技術の育成
・産業界や大学、他学科（情報技術科）と連携した教科「工業」におけ
る横断な学びの展開

各種進路に対応した出前授業（電気・電子・通信）

活躍できる技術者を目指した資格取得への挑戦
・電気の専門の学びを深め、主体的に課題解決に向かう力を育成

３年次

・課題研究「合同課題研究」

機械 【学科連携】
・機械科

・鹿罠（センサーによる検知・制御、ＬＰＷＡ）

地域課題への取り組み
・地域や他学科（機械科）と連携した科目「課題研究」における

実践的な学びの展開

【高大連携】
・崇城大学

電気科
生徒育成方針

（卒業までに養う力） 情報
電気・電子コース

電気科 今後の展望



地域連携（八代市・やつしろ未来創造塾）
・アーケードの有効活用（長期継続型）
・データベース、データサイエンス、ＧＩ
Ｓ（地理情報システム）等

学年 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年 工業技術基礎 ＩｏＴ・ネットワーク（基礎・応用） ６時間 ＫＩＳ

２年 実 習 ＲＰＡ実習 １２時間 熊本計算ｾﾝﾀｰ

２・３年 実 習 ＤＢ実習（基礎・応用・教授活動） １８時間 ＫＩＳ

３年 課題研究 プロジェクトマネジメント ４時間 熊本計算ｾﾝﾀｰ

産業実務家教員の授業計画 情報技術科の取り組み

情報教育の強化

データベース教育（新入社員教育を参考）
・１年生からのＤＢ基礎教育を導入
・３年生による２年生への指導（教授活動）
・新３年生への応用教育

ＲＰＡ教育
・Ｒ５は、産業実務家教員の授業及び教師
による環境づくり（富士通レンタル）
・Ｒ６以降、ＵｉＰａｔｈ（無償版）へ 情報系学科連携（４校）

・情報交換会
・オンライン出前授業
・「情報Ⅰ」の履修
・２年次からの課題研究

課題研究

カリキュラム検討会

進路別コース制に向けての準備
・情報・進学コース（進学希望者、ＩＴ）
・電気・電子コース（製造業、半導体関係）



２年次（応用力） ３年次（活用力）

実習（共通）（論理回路・制御・電子機器組立・電気工事・CAD・３Dプリンタ・DB）

実習（情報・進学コース）※電気科との合同実習（DB・RPA・ｽﾏｰﾄｸﾞﾗｽ）

工業技術基礎（共通）

実習（電気・電子コース）※電気科との合同実習（融着接続・LAN構築）

工業技術
基礎
・
実習

情報

電気・電子

企業・学校視察 企業実習

出前授業・産業講話

課題研究

「超スマート社会」で活躍できる人材の育成 ～新たな課題に立ち向かう力の育成～

〇基礎的読解力、数学的思考力などの基
礎的な学力と最新のデジタル技術に関す
る知識・技術、情報活用能力の習得
〇情報教育の充実（教科「情報」、１年
次からのプログラミング教育）
〇地域産業に対する興味・関心・理解
（出前授業、産業講話、企業視察）

〇生徒がなりたい姿（適正）を見つける
機会づくり、志望する進路に応じた教育、
産業界のニーズに対応した工業教育の実
践（企業実習、コース別実習の設定）
〇社会課題からの課題解決学習（２年次
からの課題研究、長期継続型課題研究）

〇２・３年生による合同課題研究、他校
や学科の垣根を超えた横断的な学び（オ
ンライン出前授業、課題研究発表会）
〇国公立大学等進学に向けた対応（学校
設定科目「数学探究」、大学入学共通テ
スト出題科目「情報Ⅰ」）

地域連携・学校連携

合同課題研究

学校行事
特別活動

【各種大会・研修等への参加】
・ものづくりコンテスト
・プログラミングコンテスト
・ICTコンテスト
・海外インターンシップ
・半導体関連人材育成事業

【国家資格取得】
・基本情報技術者試験
・ＩＴパスポート
・電気主任技術者試験
・電気工事士
・技能士（電気製図・電子機器）
・工事担任者（デジタル）
・特殊無線技士（陸上・海上）

進路実現１年次（基礎力）

課題研究（共通）（地元企業・八代市役所・やつしろ未来創造塾・他校との連携）

情報系企業

電気系大学・専門学校

電気通信系企業

情報系大学・専門学校

半導体関連企業

人間力

創造的エンジニア

向学心・探究心（学習意欲）
学習や課題に対して果敢に取り組む

論理的思考・判断力・表現力
課題解決の道筋、適切な判断・表現

自学力（学習能力）
動機づけ、自己認知、学習方法・工夫 ×

＝×情報技術科
生徒育成方針

（卒業までに養う力）

情報Ⅰ・ハードウェア技術・プログラミング技術（共通） ソフトウェア技術・数学探究
（情報・進学コース）

【工業に対する関心と広い視野】
・工業各分野に共通する基礎的な知識
や技術、各専門分野の総合化融合化

・事故防止と安全作業
・実習報告書の作成
・成果の発表（プレゼンテーション）

科目等

電気回路・電子技術・電子製図（共通）
通信技術

（電気・電子コース）

デジタル技術の対応力・活用力（最先端技術への興味・関心） コミュニケーション力（主体的・対話的で深い学び・協働的な学び）

情報技術科 今後の展望



学年（科） 内容 時間数 協力企業等

２年(工業化学) 生産現場でのデジタル技術活用 ２時間 富士フイルム

２年(工業化学) 化学系データベースの活用 ３時間 熊本大学

２年(機械)１年(電気) ＡＲ溶接・ＶＲ塗装体験 ８時間 旭国際ﾃｸﾈｲｵﾝ

２年(機械・電気) １６-ｓｈｅｌｆ ＡＲ体験 ２時間 金剛

２年(電気) 光ファイバ融着接続・バケット車体験等 ４時間 ＳＹＳＫＥＮ

２年(電気) スマート農業技術の開発実証プロジェクト ２時間 白鷺電気工業

２年(電気) 半導体の基礎知識・クリーンスーツ試着 ２時間 ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ錦工場

１年(電気) 最新の電気施工管理について １時間 電盛社

１年(電気) わが国のエネルギー情勢等について ２時間 九州電力

１年・２年(情報技術) 海外オンライン授業（インド） １時間 Tech-X・Lakshyata

１年(情報技術) ＳＥ・プログラマーの仕事について ２時間 KCS福岡情報専門学校

１年(情報技術) ＡＩ（人口知能）について ２時間 ＣＥＯ

出前授業計画

ＡＲ溶接 16-shelf AIﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術活用 ｸﾘｰﾝｽｰﾂ融着接続



マイスター・ハイスクール実習評価票（授業・実習・出前授業）

【教授活動アンケート】

【データベース実習】

産業実務家教員の授業計画

授業・実習終了後

・自己評価
「知識・技能」
「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」

・感想及び考察
・アンケート等

産業実務家教員および担当職員

・授業の改善（理解度の把握）
・必要な教育環境（教材）の検討

【ＲＰＡ実習】



企業の設備を活用した専門的企業実習



● 現場で「今考えられていること」など未来に向かう社会の理解と視点を広げる。
● ＦＡやＲＰＡ等の先進的な産業技術・現場に触れる。
● 生徒一人一人がテーマを持ち、主体的に課題に取り組む。

企業実習の目的

企業の設備を活用した専門的企業実習

インターンシップとの違い
● 事前指導（全体指導・グループ面談・オンライン打ち合わせ等）による言語化体験
● 事後指導（活動報告書・情報交流会・成果報告会）による情報共有・新たな学び
● １回目の実習で自らの課題に気付き、１１月までの間に校内で改善を図り、２回目にアウトプットする。

企
業
実
習



令和３年度

〇実施概要
年１回実施（１１月）
１８社１校４０名
内管内事業所１社

〇事前・事後指導
放課後に各科で実施

〇成果報告会
放課後に各科で実施
※実習生のみ

〇その他
依頼書、ワークブックの作成

〇実施概要
年２回実施（７月、１１月）
１回目 ２社 １０名
２回目 ２２社１校７２名

内管内事業所５社

〇事前・事後指導
放課後に各科で実施

〇成果報告会
全科一斉に実施
※１年生はオンラインで参加

〇その他
マネジメントシート、指導案、
マニュアルの作成

〇実施概要
年２回実施（７月、１１月）
１回目 ２社 １０名
２回目 ４１社１校１０９名

内管内事業所２１社

〇事前・事後指導
実習の時間に各科で実施

〇成果報告会
全科一斉に実施
※１年生用にアーカイブ化

〇その他
マネジメントシート、指導案、
マニュアルの改善
企業実習サイトの作成

令和４年度 令和５年度

企業実習の取組の変容



受入事業所・学校一覧

有限会社ロータスハシモト 有限会社パリッシュ



次年度以降について

・県内事業所の紹介
・企業実習サイトの公開（ノウハウの共有）

・現受入事業所との企業実習の継続および管内受入事業所の拡大
・生徒、職員の負担軽減

・企業実習前に受入事業所を知る機会の設定（進路ガイダンス等）
・生徒が作成した資料の効率的な活用（成果報告会資料・事業省紹介資料等）

インターンシップと企業実習を一本化

学年・進路指導部と連携したキャリアマネジメントの改善

他校への展開

県内企業との対話の継続

・生徒、事業所、職員のニーズを反映した取組の改善
・出前授業、進路ガイダンス等への展開
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その他の取組とこれから



ルーブリック、アンケート等による分析

学年・学科・入学年度等毎・ルーブリック等回答分析 教師への各種アンケート回答分析



ルーブリック、アンケート等による分析

新入生アンケート　マイスター・ハイスクール事業のことをどこで知りましたか？
インテリア 機械 工業化学 電気 情報技術 合計

中学校の先生から 3.2% 12.3% 25.0% 10.7% 20.0% 13.2%

友人 0.0% 0.0% 0.0% 8.9% 5.0% 3.2%

保護者 3.2% 4.1% 0.0% 3.6% 7.5% 4.1%

兄弟・姉妹 3.2% 2.7% 5.0% 1.8% 10.0% 4.1%

体験入学 16.1% 11.0% 30.0% 17.9% 20.0% 16.8%

高校説明会 12.9% 13.7% 30.0% 17.9% 25.0% 18.2%

SNS（学校公式Instagram等） 9.7% 5.5% 5.0% 3.6% 7.5% 5.9%

八代工業ホームページ 19.4% 15.1% 5.0% 17.9% 25.0% 17.3%

TV、報道など 3.2% 2.7% 0.0% 5.4% 2.5% 3.2%

フリーペーパー（かじゅめる等） 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5%

塾の先生から 0.0% 4.1% 5.0% 0.0% 7.5% 3.2%

新入生へのアンケート各種分析



マイスター・ハイスクール校内研修

全学科全職員
産業実務家教員
他校教師講話

マイスター・ハイスクールで目指すテーマ
について、全校教師で一緒に考える場



マイスター・ハイスクール校内研修 → 次年度以降の活動を支えるマネジメントシステム作り



マイスター・ハイスクール事業の成果

地域社会・産業と共に取り組む教育

可能性

有効性

世界観・価値観の広がり

有
効
に
進
め
る
プ
ロ
セ
ス

押
さ
え
る
ポ
イ
ン
ト

学校
産業界

自治体

教育委
員会

継続的な教育の追求 連携・展開

継続的に追求していくことが始まったばかり オープンなプラットフォーム作り（次のモデル追求）

具
体
的
手
法

モチベーション

教師



マイスター・ハイスクール事業のこれから

・測定によるフィードバック
・取組効果のエビデンス
（教育への投資必要性の可視化）

１
０
年
な
ど
長
期
計
画

EBPM（エビデンス・ベースト・ポリシー・
メイキング、証拠に基づく政策立案）
の考え方を活用し、異なる分野の目的意識を
結び付けていく。



御清聴ありがとうございました


